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「すてきな幼稚園を建ててくれてありがとう」�

　上西春別幼稚園落成式で園児代表四人は、佐野町長に「すてきな�

幼稚園を建ててくれてありがとうございます」とお礼の言葉を述べ�

ました。たくさんの人がいる前で少し緊張したけれど、上手に言え�

ましたね。�
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社
会
福
祉
法
人
・
べ
つ
か
い
柏
の
実

会
が
建
設
し
て
い
た
「
柏
の
実
学
園
」

の
園
舎
が
完
成
し
、四
月
一
日
、落
成
・

開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
学
園
は
、
高
等
養
護
学
校
の
卒
業

者
な
ど
知
的
障
害
者
が
施
設
に
住
み
な

が
ら
営
農
、
園
芸
、
工
芸
な
ど
の
技
術

を
学
ぶ
根
室
管
内
で
二
カ
所
目
の
入
所

型
施
設
で
、
定
員
五
十
人
は
全
室
個
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）
も
六
室
個
室
と

な
っ
て
お
り
、
障
害
者
の
在
宅
支
援
を

促
進
し
ま
す
。�

　
落
成
・
開
設
式
で
は
、
町
、
福
祉
関

係
者
が
出
席
し
、
玄
関
前
で
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
続
い
て
園
内
で
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。�

　
式
典
で
佐
野
豊
理
事
長
は
「
地
域
全

体
が
喜
び
と
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
関
係

を
育
て
上
げ
る
こ
と
が
学
園
の
役
割
。

社
会
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
午
後
二
時
か
ら
入
園
者
の
受

け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
。�

▲
中
標
津�

根
室
▼�

●橋本電気商会�

●図書館�

本別海�

　弟子屈�

役場�
●�

根室信金�
●�

柏の実学園�

▲
�

▲
�

　
障
害
の
あ
る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
の
方
、
さ
ら
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
期

待
の
中
で
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
柏
の
実
学
園
が
完
成
し
、
四
月
一
日

の
開
設
式
を
経
て
い
よ
い
よ
施
設
が
動
き
出
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
多
く
の
関
係
機
関
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
利
用
者
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
人
権
を
尊
重
し
た
普
通
の
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
暖
か
い
雰
囲
気
の
な
か
で
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
つ
く
り
、
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
の
あ
る
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
目
指

し
て
職
員
一
同
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
だ
ま
だ
施
設
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
学
園
の
基
礎
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

園
生
が
、
散
歩
や
買
物
で
街
へ
出
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て
ご
指
導
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

学園長�

平井　貞夫�

職 員 一 同 �職 員 一 同 �
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プロパン庫�

所 在 地／別海町別海97番地の９　19-5111  FAX9-5222�
敷地面積／570,118.52㎡　　園舎面積／4,336.7㎡�
構　　造／鉄筋コンクリート　一部鉄骨２階建て�
建 設 費／16億1,353万５千円　　入所定員／男子30名、女子20名�
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ス
テ
キ
な
幼
稚
園

あ
り
が
と
う

上
西
春
別
幼
稚
園
（
武
田
和
雄

園
長
）
の
新
園
舎
が
完
成
し
、
三

月
二
十
八
日
、「
園
舎
防
音
改
築

落
成
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
園
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
平
屋
建
、
総
事
業
費
二
億
八

千
四
百
七
十
六
万
円
。
内
部
は
保

育
室
三
部
屋
、
図
書
室
兼
会
議
室

な
ど
が
あ
り
、
天
井
の
高
い
遊
戯

室
を
設
け
使
い
や
す
さ
と
ス
ペ
ー

ス
を
配
慮
し
た
造
り
に
な
っ
て
い

ま
す式

典
に
は
、
園
児
や
父
母
、
町

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
は
佐
野
町
長
や
園
児
の

代
表
が
は
さ
み
を
入
れ
ま
し
た
。

四
・
五
歳
児
六
十
四
人
は
元
気

に
新
園
舎
に
通
っ
て
い
ま
す
。

中
標
津
町
外
二
町
葬
斎
組
合
（
中
標
津
町
・
標
津
町
・
別

海
町
）
が
建
設
を
進
め
て
き
た
別
海
斎
場
が
旧
斎
場
横
に
完

成
し
、
四
月
一
日
、
落
成
・
始
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
建
設
し
た
火
葬
施
設
別
海
斎
場
は
、
老
朽

化
に
よ
り
昨
年
七
月
か
ら
建
設
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
斎
場
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
火
葬
炉
二
基
、

告
別
室
、
収
骨
室
、
待
合
室
二
室
な
ど
最
新
の
設
備
を
備
え

て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
同

組
合
長
新
出
實
中
標
津
町
長
と
佐
野
別
海
町
長
が
火
葬
炉
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
開
設
を
記
念
し
ま
し
た
。

使
用
上
の
決
ま
り
を
守
っ
て
ご
使
用
下
さ
い
。

別
海
斎
場
完
成

物品庫�
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所 在 地／中西別161番地の13
敷地面積／9,388㎡
建物面積／789.06㎡
構　　造／鉄筋コンクリート造り
建 設 費／４億2,273万円

工事費は、皆さ

んの厚生年金及び

国民年金積立還元

融資金を財源とし

て行われました。
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別
海
高
校
酪
農
科
を

活
動
支
援
す
る
「
別
海

町
酪
農
後
継
者
を
育
て

る
会
」
設
立
総
会
が
三

月
二
十
七
日
、
交
流
館

ぷ
ら
と
で
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
会
は
、
別
海
高

校
酪
農
科
に
お
け
る
後

継
者
育
成
の
た
め
の
教

育
活
動
へ
の
人
的
・
物

的
援
助
、
魅
力
の
あ
る

教
育
内
容
へ
の
助
言
・

協
力
を
活
動
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
南
根

室
地
区
農
業
改
良
普
及

所
や
各
農
協
、
町
研
修

牧
場
、
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
な

ど
が
最
新
技
術
の
紹
介
・
指
導
、

経
営
状
況
の
情
報
提
供
、
経
営
方

法
の
紹
介
・
指
導
、
研
究
の
援
助

等
を
行
い
、
海
外
研
修
費
や
管
外

実
習
費
等
を
援
助
し
ま
す
。

総
会
に
は
、
町
関
係
者
、
各
農

協
、
同
校
Ｏ
Ｂ
な
ど
三
十
人
が
出

席
し
、
会
長
に
は
、
丹
羽
忠
文
別

海
農
協
組
合
長
が
選
出
さ
れ
、「
酪

農
科
を
卒
業
し
た
生
徒
が
一
番
良

い
状
態
で
就
農
で
き
る
よ
う
支
援

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

酪農後継者を育てよう
「別海町酪農後継者を育てる会」設立

守
ろ
う
交
通
安
全

春
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ

て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
運

動
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

別
海
中
央
小
学
校
玄
関
前
で
は
、

四
月
七
日
、
新
一
年
生
を
対
象
に

交
通
安
全
指
導
員
と
ヤ
マ
ト
運
輸

㈱
別
海
営
業
所
員
が
事
故
防
止
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
り
、
十
四

日
に
は
、
別
海
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が
別
海
市
街
で
登
校
す
る
児
童

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
四
日
に
は
、
上
西

春
別
中
学
校
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
生
徒

会
が
主
催
す
る「
な
か
よ
し
さ
わ
や

か
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
し
て
全
校
生
徒
と

父
母
、
住
民
が
奉
仕
活
動
を
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
三
年
生
は
。
国

道
２
４
３
号
線
で
街
頭
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。

町
内
在
住
五
十
年
以
上
で
九
十

歳
に
な
る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長

寿
賞
」
を
大
屋
イ
ツ
コ
さ
ん
が
受

賞
し
、
誕
生
日
の
三
月
三
十
日
、

お
祝
い
に
訪
れ
た
原
田
収
入
役
か

ら
長
寿
賞
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

大
屋
さ
ん
は
現
在
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
清
翠
園
に
入
所
中
。
と

て
も
お
元
気
で
す
。
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石川　三穗(66)  無所属�
無職  尾岱沼潮見町161番地�

当選２回�

羽石　一郎(71)  公明党�
酪農業  中西別39番地の21�

当選７回�

山村　勝信(62)  無所属�
酪農業  上風連209番地の2�

当選４回�

上田　政治(59)  無所属�
酪農業  豊原12番地の23�

当選５回�

山崎　賢一(62)  無所属�
酪農業  奥行32番地の20�

当選２回�

小　　長俊(68)  無所属�
獣医師  西春別宮園町47番地�

当選５回�

中村　忠士(50)  日本共産党�
無職  西春別駅前栄町90番地�

当選１回�

池田　幸雄(59)  無所属�
無職  尾岱沼潮見町152番地の4�

当選１回�

佐藤　賢一(61)  民主党�
郵便集配委託  豊原17番地の14�

当選３回�

安田　輝男(61)  無所属�
無職  西春別駅前曙町9番地の42�

当選２回�

第
十
四
回
統
一
地
方
選
挙
�

佐
野
力
三
町
長
四
期
目
当
選
（
無
投
票
）�

　
町
議
会
議
員
は
二
十
六
名
が
激
戦
�

 
第
十
四
回
統
一
地
方
選
挙
で
、
四
月
十
一
日
に
道
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
四
月
二
十

五
日
に
は
市
町
村
長
、
市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
本
町
で
も
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
町
長
に
は
現
職
の
佐
野
力
三
町
長
が
無
投
票
で
四

期
目
の
当
選
を
し
ま
し
た
。
�

　
町
議
会
議
員
は
、
定
数
二
十
四
に
対
し
て
二
十
六
名
が
立
候
補
し
、
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

次
の
二
十
四
名
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
当
選
者
の
党
派
別
で
は
、
無
所
属
が
二
十
名
、
日
本
共
産
党
二
名
、
、民
主
党
一
名
、
公
明
党
一
名
、

新
旧
別
で
は
、
現
職
二
十
名
、
新
人
四
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

町長  佐野  力三（64）�

町議会議員当選者24名�

◆略歴�
　昭和９年８月21日国後郡泊村で生まれる。昭和29年３月道立西
別高等学校卒業、昭和25年４月別海村役場勤務、議会事務局長、
経済部農林課長、昭和53年４月経済部長、昭和62年４月別海町長
初当選（無投票）平成３年４月２期目当選（無投票）平成７年４
月３期目当選（無投票）平成11年４月25日統一地方選挙で４期目
当選（無投票）�

届け出順�
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道又　茂　(47)  無所属�
漁業  本別海1番地の184�

当選３回�

伊藤　尚定(63)  無所属�
有限会社伊藤プロパン社長�
別海旭町15番地  当選４回�

小林　敏之(42)  無所属�
小林釣具店社長  別海緑町120番地�

当選１回�

白石　政司(56)  無所属�
酪農業  上春別36番地の9�

当選３回�

渡邊　政g(51)  無所属�
酪農業  西春別321番地の52�

当選３回�

佐々木春男(52)  無所属�
酪農業  中西別74番地の9�

当選３回�

小林　　勲(70)  無所属�
飲食店経営  中春別東町73番地�

当選５回�

水沼　　猛(49)  無所属�
酪農業  大成16番地の4�

当選４回�

小　　　寛(56)  無所属�
酪農業  中春別254番地の17�

当選２回�

横堀　昭康(56)  無所属�
根室ブロック工業㈱会社員�
西春別駅前西町48番地  当選２回�

佐藤　初雄(52)  無所属�
酪農業  上春別28番地の1�

当選１回�

山内　昭一(49)  無所属�
酪農業  泉川108番地の16�

当選２回�

吉野　宮子(61)  日本共産党�
無職  別海常盤町166番地�

当選６回�

天田　　裕(51)  無所属�
漁業  尾岱沼港町52番地の1�

当選３回�

別
海
町
長（
無
投
票
）別
海
町

議
会
議
員
選
挙
結
果
�

� 平
成
十
一
年
四
月
二
十
五
日
投
票
�

 
四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
町
長
、

町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
�

▽
当
日
の
有
権
者
数
／
�

　
　
　
　
　
　
一
二
、
七
一
二
人
�

▽
投
票
者
数
／
一
一
、
五
〇
二
人
�

▽
棄
権
者
数
／
　
一
、
二
一
〇
人
�

▽
投

票

率
／
　
九
〇
・
四
八
％
�

�当
選
者
と
各
候
補
者
の
得
票
数
�

　
町
長
　
佐
野
　
力
三
　（
無
投
票
）�

町
議
会
議
員
�

　
当
選
　
天
田
　
　
裕
　
七
〇
〇
票
�

　
当
選
　
吉
野
　
宮
子
　
五
五
一
票
�

　
当
選
　
佐
々
木
春
男
　
五
四
〇
票
�

　
当
選
　
小
　
　
　
寛
　
五
三
一
票
�

　
当
選
　
小
　
　
長
俊
　
五
二
六
票
�

　
当
選
　
渡
邊
　
政
a
　
五
二
一
票
�

　
当
選
　
山
村
　
勝
信
　
五
〇
七
票
�

　
当
選
　
池
田
　
幸
雄
　
四
九
八
票
�

　
当
選
　
小
林
　
敏
之
�

　
　
　
　
　
　
四
九
四
・
〇
八
八
票
�

　
当
選
　
水
沼
　
　
猛
　
四
九
三
票
�

　
当
選
　
羽
石
　
一
郎
　
四
八
一
票
�

　
当
選
　
横
堀
　
昭
康
　
四
七
九
票
�

　
当
選
　
小
林
　
　
勲
�

　
　
　
　
　
　
四
六
五
・
九
一
一
票
�

　
当
選
　
道
又
　
茂
　
　
四
五
八
票
�

　
当
選
　
伊
藤
　
尚
定
　
四
五
一
票
�

　
当
選
　
山
崎
　
賢
一
　
三
九
五
票
�

　
当
選
　
中
村
　
忠
士
　
三
八
八
票
�

　
当
選
　
上
田
　
政
治
　
三
八
七
票
�

　
当
選
　
佐
藤
　
賢
一
�

　
　
　
　
　
　
三
八
五
・
五
二
六
票
�

　
当
選
　
石
川
　
三
穗
　
三
五
七
票
�

　
当
選
　
白
石
　
政
司
　
三
五
一
票
�

　
当
選
　
安
田
　
輝
男
　
三
四
七
票
�

　
当
選
　
佐
藤
　
初
雄
�

　
　
　
　
　
　
三
四
六
・
四
七
三
票
�

　
当
選
　
山
内
　
昭
一
　
二
六
九
票
�

　
次
点
　
田
中
　
貞
彦
　
二
六
〇
票
�

　
落
選
　
人
羅
　
　
訓
　
二
四
五
票
�



チ� ビ� ッ� コ�

※4月1日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

５月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

坂本　実奈ちゃん�
（隆幸）�

み　な  

澤田　綾香ちゃん�
（秀明）�

あや  か�

菊地　由真ちゃん�
（猛）�

小菅　芽衣ちゃん�
（良夫）�

め　い�ゆ　ま�

かお  り�

貞宗　香里ちゃん�
（拓雄）�

あゆみ�

岡本　　歩ちゃん�
（浩一）�

h橋　千昴くん�
（泰樹）�

しょう た�ち  ひろ�

渡部　昌太くん�
（昌一）�

5

　　　　　小児神経外来�

５月７日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

５月10日b～５月11日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　若島　純一医師�

５月24日b～５月25日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

５月６日e～５月７日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�

５月20日e～５月21日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　加藤　文博医師�

＊５月６日及び５月20日の午前の診療は10時�
　30分から開始します。�

�

　　　　　外　　　　　科�

　外科診療は手術・検査のため、毎日午後の診�

療は休診となっていますのでご了承ください。�

　なお、午後は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�



－１歳６

６月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

9

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

り　か�

佐藤　里香ちゃん�
（理之）�

外村　千秋ちゃん�
（浩）�

ち  あき�

たかひろ 

森　　隆寛くん�
（正一）�

はる  か�

前西　知佳ちゃん�
（康男）�

かず  き  

菊田　一輝くん�
（修一）�

りん  た  ろう  

藤岡麟太郎くん�
（智一）�

ひびき  

渡邊　　響ちゃん�
（晃）�

つばさ  

島崎　　翼くん�
（敏勝）�

れい  な  

川井　玲菜ちゃん�
（武志）�

しお  り  

齋藤　汐里ちゃん�
（賢一）�

5

１�

７�

８�

〃�

９�

10�

11�

14�

15�

〃�

16�

〃�

17�

18�

19�

20�

21�

〃�

22�

24�

〃�

25�

28�

29�

30

13：00～15：00�

10：00～15：00�
要　　予　　約�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

11：00～14：30�

10：00～14：30�

10：00～14：00�

16：00～17：00�

10：00～11：30�

11：00～14：30�

12：30～13：00�

11：00～14：30�

６：00～10：00�

６：00～10：00�

６：00～10：00�

10：00～15：00�

11：00～12：30�

10：00～14：00�

12：30～13：00�

11：00～14：30�

10：00～12：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

東 公 民 館�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

東 公 民 館�

町民保健センター�

町民保健センター�

西 公 民 館 �

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

本別海地域センター�

上春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

母 親 教 室�

高血圧予防相談�
物 忘 れ 相 談�

３ 才 児 健 診�

母 親 教 室�

１ 才 ３ ヵ 月�
歯 み が き 教 室�

４ ヵ 月 健 診�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

乳 幼 児 相 談 �

乳 幼 児 相 談 �

母 親 教 室�

乳 幼 児 相 談 �

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

１ 才 半 健 診 �

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

肥 満 予 防 相 談 �

母 親 教 室�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

定 期 健 康 相 談�

フ ッ 素 塗 布�

フ ッ 素 塗 布�

火�

月�

火�

〃�

水�

木�

金�

月�

火�

〃�

水�

〃�

木�

金�

土�

日�

月�

〃�

火�

木�

〃�

金�

月�

火�

水�
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98.4％が高校へ進学 平成10年度中学校卒業生の進路

－ 別海高校へは150人（59.3％）－

４月上旬にはどこの学校も入学式を終えて、新一年生が希望に胸
をふくらませて、それぞれの学校に元気よく登校しており、ようや
く一ヶ月が過ぎて学校生活に慣れてきたところです。
特に、中学校の義務教育を修了して高校に入学した生徒は、何か

ら何まで初めての経験でストレスのたまる毎日と思います。また例
年のことではありますが、親元を離れて下宿をしたり、寮に入って
自分の目標に向かって努力している生徒にとっても不安や心配の交
錯する毎日と思いますが、ぜひ頑張っていただきたいところです。
さて、教育委員会ではこの春に町内10校の中学校を卒業した生徒

の進路状況が分かりましたので、概要をお知らせいたします。
別海町の卒業生は全部で253人でしたが、高校に進学する生徒が圧

倒的に多く、全道平均の97.2％を上まわっていて98.42％を占めてい
ます。
その中でも地元別海高校への進学が一番多く150人、二番目は中標

津高校33人、そして標津高校が８人と続いています。根室第二学区
（管内四町の区域）の高校へは卒業生全体の77.5％にあたる196人が
進学しました。
釧路第一学区（釧路市内、釧路町、鶴居村）へは15人、釧路第三学

区（釧路管内、弟子屈町、標茶町）の標茶高校へは16人が進学してい
ます。又、釧路工業高等専門学校（工専）には３人が進学しました。
釧路、根室管内以外の公立、私立高校に進学した生徒も相当数い

て、小樽水産高校、東藻琴高校、室蘭大谷高校、東京駒場高校等あ
わせて22人にもなっています。
一方、就職した生徒は４人いますが地元に残って家事手伝いとの

ことです。
このように、別海の各中学校を卒

業した皆さんには、厳しい世の中を
直視して、高校生活の中で個性を発
揮してたくましく生きて行く力を大
いに身につけて欲しいと期待してお
ります。

（次のシリーズでは、別海高校卒業生
の進路状況をお知らせいたします。）

根室、釧路管内高校進学状況�

高　校　名� 学　　科�

（普　通　科）�

（酪　農　科）�

（普　通　科）�

（商　業　科）�

（事務情報科）�

（普　通　科）�

（食品ビジネス科）�

（生産技術科）�

（木　工　科）�

（普　通　科）�

（普　通　科）�

（電　気　科）�

（土　木　科）�

（商　業　科）�

（普　通　科）�

（普　通　科）�

（技　術　科）�

（土　木　科）�

（機械工学科）�

（電子工学科）�

（教養福祉科）�

（普　通　科）�

�
別　　　　　海�
�
�
�

中　　標　　津�

�

標　　　　　津�
�

中 標 津 農 業�
�

中標津高等養護�

釧　路　湖　陵�

釧　路　江　南�
�

釧　路　工　業�
�

釧　路　商　業�

釧　　路　　西�

�

標　　　　　茶�

�
�

釧路工業高等�
専　門　学　校��

釧　路　星　園�

釧 路 緑 ヶ 岡�

�

根
　
　
室
　
　
第
　
　
二
　
　
学
　
　
区�

釧
　
路
　
第
　
一
　
学
　
区�

釧
路
第
三
学
区�

国
　
立�

市
立�

私
立�

学
区�

人
数�

116�

34�

17�

10�

6�

8�

2�

2�

1�

1�

3�

1�

1�

1�

1�

1�

9�

6�

2�

1�

2�

2�

227

人�

人�

（合　　　　　計）�

（表１）�

卒業中学生の進路（253人）�（表２）�

別海高校�
150人�

（59.3％）�

中標津高校�
33人�
（13％）�

標津高校 �
8人（3.2％）�

中標津�
農業高校外�
5人（2％）�

就職 4人（1.5％）�

釧路管内�
31人（12.3％）�

釧路、�
根室以外�
22人�

（8.7％）�

第二学区�
196人（77.5％）�

他管内�
57人�

（22.5％）�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�

5

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

高
等
学
校
通
学
費
補
助
制
度

の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
平
成
五
年
か
ら
バ
ス
通
学

し
て
い
る
高
校
生
の
い
る
家
庭
に
対
し
、

通
学
バ
ス
定
期
券
購
入
費
を
補
助
し
て

お
り
ま
す
。

〈
補
助
対
象
者
〉

①
別
海
町
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て

い
る
者

②
定
期
券
を
一
ヶ
月
二
万
二
百
五
十
円

以
上
購
入
し
て
い
る
こ
と

③
平
成
十
一
年
度
の
町
民
税
所
得
割
課

税
額
が
十
八
万
二
千
円
以
下
の
世
帯
で

あ
る
こ
と

以
上
三
つ
の
条
件
全
て
に
該
当
さ
れ

る
家
庭
で
す
。

〈
対
象
者
の
把
握
〉

町
か
ら
各
関
係
高
等
学
校
に
通
学
生

を
照
会
し
、
対
象
家
庭
を
把
握
し
ま
す
。

〈
申
請
手
続
き
〉

補
助
申
請
は
四
月
〜
九
月
購
入
分
、

十
月
〜
三
月
購
入
分
の
半
年
ず
つ
の
申

請
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
十
月
・
三

月
に
、
町
か
ら
対
象
家
庭
に
申
請
書
類

等
を
送
付
し
ま
す
。（
町
で
申
請
書
等
を

受
理
後
、
補
助
対
象
条
件
を
満
た
し
て

い
る
か
確
認
の
上
、
補
助
を
決
定
し
ま

す
）

〈
補
助
金
の
交
付
〉

支
払
っ
た
一
ヶ
月
の
通
学
バ
ス
定
期

券
額
か
ら
二
万
二
百
五
十
円
を
差
し
引

い
た
額
を
、
購
入
月
分
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
は
半
年
ご
と
の
交
付
と
な
り

ま
す
。
十
月
申
請
分
を
十
一
月
末
、
三

月
申
請
分
を
四
月
末
に
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
総
務
係
（
内
線
２
２
１
）

「
は
か
り
」の
定
期
検
査
の

お
知
ら
せ

商
店
・
工
場
・
学
校
・
病
院
な
ど
で
、

取
り
引
き
ま
た
は
証
明
上
の
計
量
に
使

用
さ
れ
て
い
る
は
か
り
は
、
知
事
が
行

う
「
定
期
検
査
」
を
受
け
な
け
れ
ば
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
十
一
年
は
、
別
海
町
の
検
査
の

年
で
す
。

検
査
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

問
い
合
わ
せ
／
観
光
課
（
内
線
４
７
２
）

「
別
海
町
地
域
振
興
券
」
を

取
り
扱
う
特
定
事
業
店
の
追
加

「
地
域
振
興
券
」
を
取
り
扱
う
事
業

者
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

別
海
地
区

・
㈱
神
田
新
聞
店
　
（
神
田
　
八
光
）

・
㈱
高
陽
社
代
理
店
（
鈴
木
　
睦
子
）

・
ル
リ
美
容
院
　
　
（
多
田
美
津
子
）

・
パ
チ
ン
コ
パ
ー
ラ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル

（
玉
川
　
正
吉
）

西
春
別
駅
前
地
区

・
炉
ば
た
串
鳥
　
　
（
三
浦
　
愛
子
）

尾
岱
沼
地
区

・
理
容
　
高
岩
　
　
（
高
岩
　
　
保
）

上
風
連
地
区

・
立
石
商
店
　
　
　
（
立
石
ト
ヨ
子
）

ふ
れ
あ
い
看
護
相
談
を

開
催
し
ま
す

五
月
九
日
（
日
）
〜
十
五
日
（
土
）

の
看
護
週
間
に
ち
な
み
、
看
護
に
つ
い

て
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
健
康
増
進
を
は
か
る
た
め
に
北
海

道
看
護
協
会
根
室
支
部
が
「
ふ
れ
あ
い

看
護
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
／
五
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一

時
〜
三
時
ま
で

○
場
所
／
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津（
あ
る
る
）

正
面
玄
関

○
内
容
／
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

血
糖
検
査
・
看
護
職
へ
の
進
路
相
談

○
料
金
／
検
査
・
相
談
は
、
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
立
別
海
病
院
看
護
室

河
本
ま
で
（
1
５
―
２
３
１
１
内
線
２

２
１
）

平
成
十
一
年
度

巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ

釧
路
児
童
相
談
所
の
よ
る
平
成
十
一

年
度
の
巡
回
児
童
相
談
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
日
程
／
六
月
二
十
三
日
（
十
時
三
十

分
〜
十
五
時
四
十
五
分
）、
九
月
一
日

（
十
時
三
十
分
〜
十
七
時
）、
二
日
（
九

時
〜
十
五
時
四
十
五
分
）、十
二
月
十
四

日
（
十
一
時
〜
十
五
時
十
五
分
）、三
月

一
日
（
十
一
時
〜
十
七
時
）、
二
日
（
九

時
〜
十
五
時
十
五
分
）

○
場
所
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容
／
十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

心
や
体
に
関
す
る
こ
と
、
家
族
や
学
校

で
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
、
判
定
等
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込

・
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
５
―
０
３
５
９
）

・
役
場
社
会
福
祉
係
（
内
線
２
８
５
）

５／24 別海漁協荷捌所
５／25 西春別商工会
５／26 野付漁協荷捌所
５／27 別海町酪農会館
５／28 中春別農協ロビー
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自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

納
め
て
い
た
だ
く
方
は
四
月
一
日
現

在
で
陸
運
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自

動
車
の
名
義
人
（
使
用
者
）
で
す
。

ま
た
、
納
税
さ
れ
た
際
の
「
納
税
証

明
書
」
は
、
車
検
を
受
け
る
際
に
必
要

で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
税
務
課

1
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１
３
１

（
内
線
２
３
２
４
・
２
３
６
１
）

別
海
斎
場
ご
使
用
上
の
お
願
い

○
使
用
の
申
し
込
み
（
手
続
き
）

・
火
葬
の
申
し
込
み
／
住
民
係
又
は
支

所
・
出
張
所

・
産
わ
い
物
、
身
体
の
一
部
の
申
し
込

み
／
町
民
生
活
係

・
使
用
で
き
る
時
間
／
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
、
使
用
炉
／
二
基
、
必
要
時

間
／
約
一
時
間
半
、
出
棺
時
間
／
午
前

九
時
〜
午
後
二
時

○
使
用
料

十
五
歳
以
上
一
死
体
に
つ
き
／
六
千
円

（
十
月
〜
四
月
　
七
千
円
）

十
五
歳
未
満
一
死
体
に
つ
き
／
四
千
五

百
円
（
十
月
〜
四
月
　
五
千
五
百
円
）

○
お
願
い

・
待
合
室
は
一
室
約
五
十
名
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。
同
じ
時
間
帯
で
使
用
が
重

な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
会

葬
者
は
必
要
最
小
限
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
待
合
室
は
禁
煙
で
す
。
飲
酒
は
慎
み

く
だ
さ
い
。

・
会
葬
者
が
お
飲
み
に
な
る
お
茶
は
ご

持
参
願
い
ま
す
。

・
湯
沸
室
に
茶
器
、
コ
ッ
プ
、
電
気
ポ

ッ
ト
、
ふ
き
ん
、
洗
剤
、
包
丁
等
ご
ざ

い
ま
す
。

・
公
衆
電
話
機
は
十
円
と
百
円
で
使
用

で
き
ま
す
。（
別
海
斎
場
1
５
―
６
６
４

９
・
６
６
５
７
）

・
火
葬
業
務
等
の
お
礼
と
し
て
の
金
品

等
は
一
切
お
断
わ
り
致
し
ま
す
。

・
お
棺
の
中
に
は
次
の
も
の
は
絶
対
に

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
（
出
棺
前
に
必
ず

取
り
出
し
て
く
だ
さ
い
）

②
缶
詰
、
び
ん
詰
、
ガ
ラ
ス
製
品
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
品
、
布
団
、
毛
布
、
書
籍
、
そ
の
他

燃
え
に
く
い
雑
物
。

③
果
物
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
食
品
類
。

④
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
方
は
、
爆
発
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
摘
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
添
花
は
最
小
限
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
果
物
籠
、
盛
り
菓
子
等
の
持
ち
込
み

を
廃
止
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活
係

（
内
線
２
９
６
）

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

○
対
象
者
／
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親

等
内
親
族
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方①

第
六
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
の

受
給
権
を
取
得
し
て
い
な
い
こ
と

②
平
成
十
一
年
四
月
一
日
現
在
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を

有
す
る
遺
族
が
い
な
い
こ
と

○
支
給
内
容
／
額
面
二
十
四
万
円
、
六

年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間
／
平
成
十
一
年
四
月
一
日

〜
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日

請
求
及
び
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
５
）

「
総
合
相
談
窓
口
」
設
置
の

お
知
ら
せ

町
民
福
祉
課
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
専
門
機
関
の
照
会
・
関
係
機
関
と
の

連
絡
や
調
整
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機

能
を
備
え
て
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
・

住
宅
・
労
働
・
教
育
等
の
多
分
野
に
わ

た
る
相
談
や
要
望
に
総
合
的
に
対
応
す

る
為
「
総
合
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま

し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
開
設
場
所
／
福
祉
部
町
民
福
祉
課

○
開
設
時
間
／
土
・
日
・
祭
日
を
除
く

毎
日
の
午
前
八
時
四
十
五
分
〜
午
後
五

時
十
五
分

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

別
海
消
防
団
　
新
体
制

別
海
消
防

団
で
は
、
四

月
一
日
付
け

の
異
動
に
伴

い
次
の
と
お

り
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

団
　
長
　
石
戸
谷
　
保

副
団
長
　
伊
藤
　
新
介

副
団
長
　
内
藤
日
出
夫
（
新
）

（
第
四
分
団
長
）

副
団
長
　
伊
原
　
利
博
（
新
）

（
第
六
分
団
長
）

分
団
長
　
丹
羽
　
謙
司

（
第
一
分
団
・
別
海
）

分
団
長
　
田
鎖
　
謙
信

（
第
二
分
団
・
本
別
海
）

分
団
長
　
福
嶋
　
　
正

（
第
三
分
団
・
尾
岱
沼
）

分
団
長
　
阪
口
九
一
郎
（
新
）

（
第
四
分
団
・
中
春
別
）

分
団
長
　
遠
藤
　
光
男

（
第
五
分
団
・
上
春
別
）

分
団
長
　
元
山
　
　
隆
（
新
）

（
第
六
分
団
・
西
春
別
）

分
団
長
　
若
原
　
久
男

（
第
七
分
団
・
西
春
別
駅
前
）
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い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

身
近
で
検
索

町
の
行
政
・
産
業
・
教
育
・
医
療
・

福
祉
・
文
化
等
の
各
種
情
報
を
取
り
入

れ
た
「
キ
オ
ス
ク
端
末
」
が
四
月
一
日

か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
械
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

馴
染
み
の
な
い
人
も
簡
単
に
使
え
る
よ

う
手
で
画
面
を
押
し
て
操
作
す
る
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
方
式
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

下
さ
い
。

別
海
町
役
場
、
上
春
別
・
上
風
連
出

張
所
、
東
・
西
・
中
央
公
民
館
、
町
体

育
館
、
郊
楽
苑
、
図
書
館
、
町
立
別
海

病
院
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
、
北
方
展

望
塔
、
中
春
別
郵
便
局
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

（
1
５
―
１
１
９
１
）

○日程／５月３日10時～正午
５月４日10時30分～12時30分
５月５日11時～13時
５月16日９時～11時
５月30日９時～11時
６月13日８時30分～10時30分

○場　所／尾岱沼青少年旅行村
○遊漁料／１回1,200円

（指定容器１個貸与）

北海道指定有形文化財「奥行臼駅逓」
別海町指定文化財

「奥行臼駅」・「旧村営軌道関連施設」
一般公開のお知らせ

開館期間／
５月１日～10月31日
午前10時～午後４時30分
（第１・第３月曜日休館）

入館料／無料

問い合わせ／
教育委員会社会教育課（内線416）

町内みんなで参加しよう。町内９地区対抗

遊ぼっとスポーツ
,
99in別海

10／17（日）に決定
競技種目／ソフトボール、パークゴルフ、ゲートボール、

ソフトバレーボール、軟式野球、駅伝競争

第21回別海町パイロットマラソン大会
第14回パイロット健康マラソン大会

10／3（日）開催

沖縄県名護市
５月15日　沖縄本土復帰記念日
1969年の佐藤首相・ニクソン大統

領の会談により沖縄の日本返還が決
まりました。
1972年５月15日に27年間続いた米国の施政権が日本に返

還され、沖縄は本土に復帰しました。
５月中旬　アブシバレー（畔払い）
ヤンバル（山原）の山々がイジュの花の白さで染まる頃、

農村部では草刈り等をして豊作を祈願していました。現在
では角力大会やハーリー船競漕などを取り入れ、区民のコ
ミュニケーションの一つとなっています。

香川県塩江町
５月上旬　おいしい新茶はいかがですか
五月に入ると、一番茶の茶つみがはじまります。塩江茶

は、空気の澄んだ高冷地で栽培されます。香り高く、コク
とほんのり甘味があり、昨年の香川県茶品評会では農林水
産大臣賞を受賞しました。もうすぐ新茶のシーズン。ぜひ、
一度ご賞味ください。
５月　たけのこ珍騒動
春は、たけのこシーズン。しかし、近年たけのこが盗ま

れるという珍騒動が多発しています。実は、これイノシシ
の仕業。人に危害を加えることもないので、「自分が食べる
分だけ残してく
れれば」という
人も多く、イノ
シシにとっては
恵みの春です。

・友・好・
の・風・
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おめでた・おくやみ�
（3月1日から3月31日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u藤本日菜子ちゃん（女）純　二（別　　　海）�

　u長田　　文ちゃん（女）　勉　（奥　　　行）�

　u菅野　菜緒ちゃん（女）　覚　（上　風　連）�

　u中村　瑠菜ちゃん（女）勝　彦（本　　　別）�

　u新井田綺光ちゃん（女）隆　一（走　古　丹）�

　u三好恵莉佳ちゃん（女）和　夫（別　　　海）�

　u岡元　春唯ちゃん（男）栄　治（別　　　海）�

　u佐藤　亜勇ちゃん（男）　勇　（上　春　別）�

　u佐藤日向多ちゃん（男）宏　幸（西　春　別）�

　u沓澤　　玲ちゃん（女）宣　幸（中　西　別）�

　u佐藤　美稀ちゃん（女）健　二（別　　　海）�

　u酒井　優歌ちゃん（女）　綾　（別　　　海）�

　u清野　遥佳ちゃん（女）友　和（上　風　連）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u荒井　　豊・石黒由希子さん　（泉　　　川）�

　u小野　幸一・米内山紀子さん　（別　　　海）�

　u中本　栄進・安達　由美さん　（尾　岱　沼）�

　u加藤　泰和・中井友希代さん　（別　　　海）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s中尾　　豊さん　（８８歳）　（上　風　連）�

　s荒　　清作さん　（８３歳）　（中　春　別）�

　s大久保義雄さん　（９０歳）　（尾　岱　沼）�

　s久野　カツさん　（７２歳）　（別　　　海）�

　s大橋　末男さん　（９１歳）　（上　風　連）�

　s内藤　　二さん　（７１歳）　（泉　　　川）�

　s菅沼　キミさん　（８２歳）　（尾　岱　沼）�

　s山内　ツヨさん　（８４歳）　（別　　　海）�

お知らせ�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
Ｃ
Ｄ
の
お
休
み
に
つ
い
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
郵
便
貯
金
自
動
預
払
機
）

や
Ｃ
Ｄ
（
郵
便
貯
金
自
動
支
払
機
）
は
、

五
月
三
日
（
月
）
〜
五
日
（
水
）
ま
で

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆「
メ
モ
リ
ア
ル
証
書
」ご
存
じ
で
す
か
。

子
供
さ
ん
の
誕
生
日
、
入
園
入
学
、

就
職
、
結
婚
等
の
記
念
と
し
て
定
額
・

定
期
郵
便
貯
金
の
貯
金
証
書
に
記
念
写

真
を
複
写
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。
手
数

料
は
一
件
百
六
十
円
で
す
。
ど
う
ぞ
人

生
の
節
目
に
ご
利
用
下
さ
い
。
詳
し
く

は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
て
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

◆
定
額
貯
金
の
商
品
の
お
知
ら
せ

定
額
貯
金
は
、
千
円
以
上
一
万
円
単

位
で
預
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
率
は

市
場
金
利
等
を
勘
案
し
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
半
年
複
利
計
算
な
の
で
、

長
く
預
け
る
ほ
ど
有
利
で
す
。
掘
置
期

間
は
六
カ
月
で
、
預
入
期
間
は
最
長
十

年
で
す
。
な
お
、
利
子
は
預
入
時
の
利

子
が
十
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。
お
手
元

に
あ
り
ま
す
定
額
貯
金
証
書
で
預
入
期

間
が
十
年
を
迎
え
る
定
額
貯
金
証
書
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
手
続
き
（
払
い
戻
し

又
は
積
み
替
え
）
し
て
下
さ
る
よ
う
ご

案
内
し
ま
す
。

◆
独
り
暮
ら
し
の
チ
エ
（
住
）

暗
闇
で
も
光
る
蛍
光
テ
ー
プ
を
家
に
あ

る
消
火
器
や
懐
中
電
灯
、
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
な
ど
に
貼
っ
て
お
く
と
、
災
害
時
に

役
に
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ

さ
い
。

介
護
休
業
給
付
制
度
がス

タ
ー
ト

四
月
一
日
か
ら
介
護
休
業
制
度
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
労
働
者

が
介
護
休
業
を
取
得
し
や
す
く
し
、
そ

の
後
の
円
滑
な
職
場
復
帰
を
援
助
・
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
、

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
が
、
家
族
を
介

護
す
る
た
め
の
休
業
を
し
た
場
合
に
、

休
業
開
始
時
点
の
賃
金
月
額
の
二
十
五

％
に
相
当
す
る
額
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
支
給
す
る
も
の
で
す
。

申
請
・
詳
細
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室
公
共
職
業
安
定
所

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
２
１
６
１
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
標
津
分
室

（
1
２
―
２
５
４
４
）

平
成
十
一
年
度
通
信
講
座
消
費

生
活
ス
タ
デ
ィ
受
講
者
の
募
集

消
費
生
活
の
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い

た
だ
き
、
地
域
に
お
い
て
消
費
者
運
動

を
推
進
す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
／
平
成
十
一
年
七
月
か
ら
九
カ
月

間受
講
料
／
一
万
七
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）

申
込
期
限
／
五
月
三
十
一
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活
係

（
内
線
２
９
５
）

電
波
利
用
保
護
旬
間

六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
は
「
電
波

利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。

郵
政
省
で
は
、
不
法
市
民
ラ
ジ
オ
な

ど
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
妨
害
か
ら

正
し
く
運
用
し
て
い
る
無
線
機
を
保
護

し
、
電
波
を
効
率
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
や
無

線
通
信
に
対
す
る
混
信
妨
害
で
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

北
海
道
電
気
通
信
監
理
局

¡

電
話
・
無
線
通
信
に
対
す
る
混
信
妨
害

（
1
０
１
１
―
７
３
７
―
０
０
９
９
）

¡

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

（
1
０
１
１
―
７
３
７
―
０
０
３
３
）
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お知らせ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
向
井
弘
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
栄
町
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
久
保
田
繁
さ
ん
（
別
海
旭
町
）
▽
二

瓶
信
悦
さ
ん
（
別
海
寿
町
）
▽
久
野
美

鶴
（
中
春
別
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
別
海
高
校
卒
業
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会

▽
中
尾
靜
さ
ん
（
上
風
連
）
▽
別
海
温

泉
観
光
㈱
（
別
海
）
▽
荒
康
夫
さ
ん（
中

春
別
）
▽
久
野
美
鶴
さ
ん
（
中
春
別
）

▽
大
橋
光
男
さ
ん
（
上
風
連
）
▽
金
本

順
子
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
堀
田
明
さ
ん

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
春
本

番
で
す
ね
。
桜
前
線
も
い
よ
い
よ
上
陸

し
ま
す
。
花
見
、
釣
り
、
山
菜
採
り
な

ど
で
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
も
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
然
を
大
切
に

し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
▽
五
月
三

日
か
ら
六
月
十
三
日
ま
で
の
六
回
、
尾

岱
沼
青
少
年
旅
行
村
で
は
「
潮
干
狩
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
戸
外
に
出
て
家
族
連
れ
で
思
い

き
り
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｋ
）

◆
う
ら
ら
か
な
春
に
な
り
、
懐
か
し
い

風
の
に
お
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
春

を
感
じ
る
光
景
は
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

道
路
の
白
線
も
新
し
く
塗
り
変
え
ら
れ

光
を
浴
び
た
白
い
輝
き
が
心
も
新
鮮
に

し
て
く
れ
ま
す
。
▽
キ
ヨ
ス
ク
端
末
を

皆
さ
ん
も
う
利
用
し
ま
し
た
か
。
今
月

号
の
広
報
誌
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
係
わ
り
あ
る
情
報
を
た
く
さ

ん
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
ー

ク
ル
や
住
民
票
の
取
り
方
等
々
。
新
し

い
情
報
も
随
時
、
入
力
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

春の全国交通安全運動�
5月11日～20日（10日間）�
別海町の交通事故発生状況�

発生13件、死者２名、傷者17名�
前年同期比   （＋１）　　　  （－３）　    　（＋５）　　 　�

（平成11年１月１日～４月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

国民年金の手続きはお済みですか
○就職等により厚生年金等に加入した場合。
国民年金の喪失届が必要です。厚生年金手帳、印

鑑を持参の上、届出して下さい。
○配偶者が厚生年金等へ加入した場合。
国民年金の種別変更の届出が必要です。届出用紙

は、年金担当窓口にあります。届出をしますと保険
料の納付は不要になります。厚生年金手帳、健康保
険証、印鑑を持参の上、届出して下さい。
○ご主人が会社や役所を退職した場合。
奥さんの種別変更届が必要です。

○保険料を納めるのが困難な場合。
事情により保険料を納めるのが困難な方は保険料

が免除される制度があります。届出は毎年必要です
ので、印鑑を持参の上、国民年金係又は、支所・出
張所までおいで下さい。
○老齢福祉年金証書の提出について
国民年金証書に８月期支給額を記入しますので、

４月期の年金を受け取ったら証書を国民年金係又は、
支所・出張所へ提出して下さい。

社会保険事務相談所開設日
○日時／６月15日c 13時～17時
○会場／中標津町商工会
問い合わせ／国民年金係（内線４８３）

☆国民年金保険料の納付は
安心・便利・確実な口座振替・自動払込で☆

受
験
票
に
よ
り
通
知
）

○
試
験
科
目
・
方
法
／
食
文
化
概
論
、

衛
生
法
規
等
筆
記
試
験

○
資
格
／
平
成
十
一
年
六
月
四
日
ま
で

に
二
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た

者○
受
付
期
間
／
五
月
三
十
一
日
（
月
）

〜
六
月
四
日
（
金
）（
消
印
有
効
）

○
提
出
書
類
／
受
験
願
書
、
写
真
、
手

数
料

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
保
健
所
保
健
予

防
課
保
健
予
防
係
（
1
２
―
２
１
６
８
）

（
西
春
別
）
▽
内
藤
み
さ
を
さ
ん
（
泉
川
）

▽
大
久
保
一
夫
さ
ん
（
尾
岱
沼
）
▽
菅

沼
サ
ヲ
リ
さ
ん
（
尾
岱
沼
）
▽
田
村
敏

夫
さ
ん
（
別
海
寿
町
）
▽
山
内
喜
代
美

さ
ん
（
別
海
緑
町
）
▽
中
島
正
子
さ
ん

（
西
春
別
駅
前
寿
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

調
理
師
試
験
実
施

平
成
十
一
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
／
八
月
三
十
日
（
月
）

○
会
場
／
釧
路
・
根
室
・
中
標
津
の
保

健
所
及
び
標
茶
支
所
（
出
願
者
に
対
し
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�


